
 

令和５年度広島県水道広域連合企業団水道事業会計予算 

 

第１章 市町水道事業 

（総 則） 

第１条 令和５年度広島県水道広域連合企業団水道事業会計（市町水道事業）の予算は、次に定

めるところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 

［市町水道事業計］ 

⑴ 給 水 戸 数  272,254 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   62,408,658 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   170,515 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   10,438,652 千円 

 

［竹原市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  12,692 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   4,128,543 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   11,280 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   614,001 千円 

 

［三原市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  37,200 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   9,184,000 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   25,093 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   1,728,742 千円 

 

［府中市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  12,653 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   2,440,988 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   6,669 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   346,621 千円 

 



［三次市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  19,927 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   4,486,190 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   12,257 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   1,363,165 千円 

 

［庄原市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  10,957 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   2,660,519 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   7,269 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   538,727 千円 

 

［東広島市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  81,196 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   17,423,361 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   47,605 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   2,223,046 千円 

 

［廿日市市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  50,280 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   12,135,134 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   33,156 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   1,421,108 千円 

 

［安芸高田市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  10,879 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   2,153,910 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   5,885 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   328,630 千円 

 

［江田島市水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  11,922 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   2,226,155 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   6,082 ㎥ 



⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   1,089,030 千円 

 

［熊野町水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  9,540 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   1,815,360 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   4,960 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   86,432 千円 

 

［北広島町水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  4,630 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   1,218,780 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   3,330 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   157,269 千円 

 

［大崎上島町水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  3,834 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   1,162,050 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   3,175 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   96,049 千円 

 

［世羅町水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  4,404 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   949,656 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   2,595 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   288,003 千円 

 

［神石高原町簡易水道事業］ 

⑴ 給 水 戸 数  2,140 戸 

⑵ 年 間 総 給 水 量   424,012 ㎥ 

⑶ 一 日 平 均 給 水 量   1,159 ㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 

水 道 施 設 建 設 事 業   157,829 千円 

 

（収益的収入及び支出） 



第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 

［市町水道事業計］ 

収     入 

第 １ 款  水道事業収益及び簡易水道事業収益       20,210,323 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  15,666,902 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  4,534,490 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  8,931 千円 

支     出 

第 １ 款  水道事業費用及び簡易水道事業費用  19,049,498 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  18,371,149 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  603,077 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  13,272 千円 

第 ４ 項  予 備 費  62,000 千円 

 

［竹原市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       849,716 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  812,138 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  37,576 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  2 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  805,949 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  799,327 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  3,511 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  111 千円 

第 ４ 項  予 備 費  3,000 千円 

 

［三原市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       3,215,371 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  2,667,644 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  547,726 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  1 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  2,921,105 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  2,763,637 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  147,277 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  191 千円 



第 ４ 項  予 備 費  10,000 千円 

 

［府中市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       715,656 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  634,816 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  80,840 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  690,216 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  646,891 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  41,225 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  100 千円 

第 ４ 項  予 備 費  2,000 千円 

 

［三次市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       1,917,734 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  1,178,157 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  739,527 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  50 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  1,827,008 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  1,778,351 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  47,155 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  502 千円 

第 ４ 項  予 備 費  1,000 千円 

 

［庄原市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       1,113,011 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  687,171 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  425,840 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  1,087,126 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  1,021,710 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  65,116 千円 

第 ３ 項  予 備 費  300 千円 

 

［東広島市水道事業］ 



収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       5,228,755 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  4,614,108 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  614,646 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  1 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  4,990,648 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  4,910,990 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  61,658 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  8,000 千円 

第 ４ 項  予 備 費  10,000 千円 

 

［廿日市市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       3,028,296 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  2,452,120 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  576,166 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  10 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  2,859,084 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  2,781,420 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  66,414 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  1,250 千円 

第 ４ 項  予 備 費  10,000 千円 

 

［安芸高田市水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       1,011,525 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  488,724 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  522,800 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  1 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  987,638 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  923,933 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  53,605 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  100 千円 

第 ４ 項  予 備 費  10,000 千円 

 

［江田島市水道事業］ 



収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       841,020 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  704,817 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  136,203 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  747,905 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  728,206 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  15,199 千円 

第 ３ 項  予 備 費  4,500 千円 

 

［熊野町水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       542,478 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  503,769 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  38,708 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  1 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  473,320 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  456,516 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  11,803 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  1 千円 

第 ４ 項  予 備 費  5,000 千円 

 

［北広島町水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       507,343 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  264,510 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  242,832 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  1 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  477,805 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  438,538 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  33,067 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  200 千円 

第 ４ 項  予 備 費  6,000 千円 

 

［大崎上島町水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       493,193 千円 



 第 １ 項  営 業 収 益  319,086 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  165,243 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  8,864 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  488,111 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  467,142 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  20,868 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  1 千円 

第 ４ 項  予 備 費  100 千円 

 

［世羅町水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  水 道 事 業 収 益       446,713 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  215,044 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  231,669 千円 

支     出 

第 １ 款  水 道 事 業 費 用  417,363 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  398,021 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  19,342 千円 

 

［神石高原町簡易水道事業］ 

収     入 

第 １ 款  簡易水道事業収益       299,512 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  124,798 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  174,714 千円 

支     出 

第 １ 款  簡易水道事業費用  276,220 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  256,467 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  16,837 千円 

第 ３ 項  特 別 損 失  2,816 千円 

第 ４ 項  予 備 費  100 千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額 7,268,711 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 628,762

千円、減債積立金 499,743 千円、建設改良積立金 864,518 千円、過年度分損益勘定留保資金

2,547,594 千円、当年度分損益勘定留保資金 2,480,327 千円、繰越利益剰余金処分額 224,515 千

円及び当年度利益剰余金処分額 23,252 千円で補てんするものとする。）。 

 



［市町水道事業計］ 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       7,283,267 千円 

 第 １ 項  企 業 債  3,616,969 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  1,011,456 千円 

 第 ３ 項  固 定 資 産 売 却 代 金  72 千円 

 第 ４ 項  他 会 計 補 助 金  415,521 千円 

 第 ５ 項  補 助 金 1,555,446 千円 

 第 ６ 項  負 担 金  683,803 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       14,551,978 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   10,608,695 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   3,923,183 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 20,100 千円 

 

［竹原市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 454,394 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 38,873 千円、建

設改良積立金 111,836 千円、当年度分損益勘定留保資金 234,514 千円及び繰越利益剰余金処分

額 69,171 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       200,677 千円 

 第 １ 項  企 業 債  40,000 千円 

 第 ２ 項  補 助 金 135,900 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  24,777 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       655,071 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   619,756 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   34,315 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 1,000 千円 

 

［三原市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額1,288,328千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額120,045千円、

減債積立金 97,578 千円、建設改良積立金 174,222 千円及び当年度分損益勘定留保資金 896,483

千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 



第 １ 款  資 本 的 収 入       1,797,675 千円 

 第 １ 項  企 業 債  1,044,600 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  369,170 千円 

 第 ３ 項  固 定 資 産 売 却 代 金  72 千円 

 第 ４ 項  補 助 金 253,587 千円 

 第 ５ 項  負 担 金  130,246 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       3,086,003 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   1,794,898 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   1,286,105 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 5,000 千円 

 

［府中市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 234,240 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 20,292 千円、建

設改良積立金 23,321 千円及び当年度分損益勘定留保資金 190,627 千円で補てんするものとす

る。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       278,174 千円 

 第 １ 項  企 業 債  56,400 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  117,555 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 98,719 千円 

 第 ４ 項  負 担 金  5,500 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       512,414 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   352,946 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   158,468 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 1,000 千円 

 

［三次市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 755,851 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 89,436 千円、過

年度分損益勘定留保資金 610,999 千円及び当年度分損益勘定留保資金 55,416 千円で補てんす

るものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       1,127,634 千円 

 第 １ 項  企 業 債  682,000 千円 



 第 ２ 項  出 資 金  122,866 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 284,768 千円 

 第 ４ 項  負 担 金  38,000 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       1,883,485 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   1,372,215 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   510,670 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 600 千円 

 

［庄原市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 547,938 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 22,305 千円、建

設改良積立金 239,442 千円及び当年度分損益勘定留保資金 286,191 千円で補てんするものとす

る。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       298,873 千円 

 第 １ 項  出 資 金  31,000 千円 

 第 ２ 項  補 助 金 116,478 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  151,395 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       846,811 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   539,782 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   306,529 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 500 千円 

 

［東広島市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額1,663,334千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額168,902千円、

過年度分損益勘定留保資金 1,216,362 千円及び当年度分損益勘定留保資金 278,070 千円で補て

んするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       988,429 千円 

 第 １ 項  企 業 債  749,400 千円 

 第 ２ 項  他 会 計 補 助 金  45,085 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  193,944 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       2,651,763 千円 



 第 １ 項  建 設 改 良 費   2,254,854 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   386,909 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 10,000 千円 

 

［廿日市市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 957,289 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 57,791 千円、減

債積立金301,244千円及び過年度分損益勘定留保資金598,254千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       767,549 千円 

 第 １ 項  企 業 債  257,000 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  257,000 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 192,500 千円 

 第 ４ 項  負 担 金  61,049 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       1,724,838 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   1,423,594 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   301,244 千円 

 

［安芸高田市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 362,974 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 23,386 千円、建

設改良積立金 15,613 千円、過年度分損益勘定留保資金 54,379 千円及び当年度分損益勘定留保

資金 269,596 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       315,235 千円 

 第 １ 項  企 業 債  221,200 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  25,852 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 59,183 千円 

 第 ４ 項  負 担 金  9,000 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       678,209 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   360,017 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   318,192 千円 

 

［江田島市水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し



不足する額 457,081 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 71,511 千円、建

設改良積立金 264,069 千円及び当年度分損益勘定留保資金 121,501 千円で補てんするものとす

る。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       736,330 千円 

 第 １ 項  企 業 債  450,000 千円 

 第 ２ 項  補 助 金 282,080 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  4,250 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       1,193,411 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   1,091,063 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   102,348 千円 

 

［熊野町水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 64,614 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 3,885 千円及び過

年度分損益勘定留保資金 60,729 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       22,717 千円 

 第 １ 項  負 担 金  22,717 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       87,331 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   87,331 千円 

 

［北広島町水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 268,508 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 9,758 千円、減

債積立金 76,508 千円、建設改良積立金 36,015 千円及び当年度分損益勘定留保資金 146,227 千

円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       110,282 千円 

 第 １ 項  企 業 債  37,000 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  36,641 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 36,641 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       378,790 千円 



 第 １ 項  建 設 改 良 費   165,953 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   212,837 千円 

 

［大崎上島町水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 9,747 千円は、過年度分損益勘定留保資金 6,871 千円及び繰越利益剰余金処分額

2,876 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       146,868 千円 

 第 １ 項  企 業 債  46,200 千円 

 第 ２ 項  他 会 計 補 助 金  100,667 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  1 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       156,615 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   96,248 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   60,367 千円 

 

［世羅町水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 181,160 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 2,578 千円、減

債積立金24,413千円、当年度分損益勘定留保資金1,701千円及び繰越利益剰余金処分額152,468

千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       288,593 千円 

 第 １ 項  出 資 金  47,069 千円 

 第 ２ 項  他 会 計 補 助 金  151,534 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 47,066 千円 

 第 ４ 項  負 担 金  42,924 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       469,753 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   291,806 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   175,947 千円 

 第 ３ 項  予 備 費 2,000 千円 

 

［神石高原町簡易水道事業］ 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 23,253 千円は、当年度分損益勘定留保資金 1 千円及び当年度利益剰余金処分額



23,252 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       204,231 千円 

 第 １ 項  企 業 債  33,169 千円 

 第 ２ 項  出 資 金  4,303 千円 

 第 ３ 項  他 会 計 補 助 金  118,235 千円 

 第 ４ 項  補 助 金 48,524 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       227,484 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   158,232 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   69,252 千円 

 

 （特例的収入及び支出） 

第４条の２ 地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により当該事業年度に属する債権及び債 

 務は、それぞれ次のとおりである。 

 

市 町 水 道 事 業 計   債権 112,300 千円、債務 206,400 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業   債権 112,300 千円、債務 206,400 千円 

 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

 

事   項 期   間 限 度 額 

竹原市水道事業   

 竹原市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和 10年度まで 131,320 千円 

三原市水道事業   

 三原市水道施設建設工事 令和６年度から令和８年度まで 50,232 千円 

三次市水道事業   

 三次市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和７年度まで 110,127 千円 

 三次市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和７年度まで 契約に定める額 

 三次市水道施設建設工事 令和６年度 98,592 千円 

庄原市水道事業   

 庄原市水道土地借上料 令和６年度から令和７年度まで 1,322 千円 

東広島市水道事業   

 東広島市水道土地・構築物借上料 令和６年度から令和７年度まで 1,647 千円 

 東広島市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和 11年度まで 3,451,831 千円 



 東広島市水道施設修繕工事 令和６年度 206,330 千円 

 東広島市水道受託工事 令和６年度 7,216 千円 

 東広島市水道施設建設工事 令和６年度 534,481 千円 

廿日市市水道事業   

 廿日市市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和９年度まで 139,608 千円 

 廿日市市水道施設建設工事 令和６年度 890,000 千円 

安芸高田市水道事業   

 安芸高田市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和７年度まで 378,826 千円 

 安芸高田市水道施設建設工事 令和６年度 132,308 千円 

江田島市水道事業   

 江田島市水道維持管理委託事業 令和６年度から令和 10年度まで 133,624 千円 

北広島町水道事業   

 北広島町水道施設建設工事 令和６年度から令和８年度まで 2,319,927 千円 

大崎上島町水道事業   

 大崎上島町水道維持管理委託事業 令和６年度 5,330 千円 

 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

建設改良等

資金に充て

るため 

市町水道事業計 

 3,616,969 千円 

証書借入又は

証券発行 

年 5.0％以内 

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる資金に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率） 

借入先の融資条

件の定めるとこ

ろによる。ただ

し、財政上の都

合により、据置

期間及び償還期

限を短縮し、繰

上償還し、又は

低利に借換えす

ることがで き

る。 

竹原市水道事業 

40,000 千円 

三原市水道事業 

1,044,600 千円 

府中市水道事業 

56,400 千円 

三次市水道事業 

682,000 千円 

東広島市水道事業 

749,400 千円 

廿日市市水道事業 

257,000 千円 

 安芸高田市水道事業 

221,200 千円 

   



江田島市水道事業 

450,000 千円 

北広島町水道事業 

37,000 千円 

大崎上島町水道事業 

46,200 千円 

神石高原町簡易水道事業 

33,169 千円 

 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、次のとおりと定める。 

 

市 町 水 道 事 業 計    2,750,000 千円 

竹 原 市 水 道 事 業     100,000 千円 

三 原 市 水 道 事 業 750,000 千円 

府 中 市 水 道 事 業 100,000 千円 

三 次 市 水 道 事 業 300,000 千円 

庄 原 市 水 道 事 業 200,000 千円 

東 広 島 市 水 道 事 業 250,000 千円 

廿 日 市 市 水 道 事 業 200,000 千円 

安 芸 高 田 市 水 道 事 業 200,000 千円 

江 田 島 市 水 道 事 業 100,000 千円 

熊 野 町 水 道 事 業 100,000 千円 

北 広 島 町 水 道 事 業 150,000 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 100,000 千円 

世 羅 町 水 道 事 業 100,000 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 100,000 千円 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、水道事業費用及び簡易水

道事業費用のうち営業費用及び営業外費用と定める。 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 

職 員 給 与 費  

市 町 水 道 事 業 計    2,106,593 千円 



竹 原 市 水 道 事 業    107,490 千円 

三 原 市 水 道 事 業 360,627 千円 

府 中 市 水 道 事 業 129,049 千円 

三 次 市 水 道 事 業 121,552 千円 

庄 原 市 水 道 事 業 115,567 千円 

東 広 島 市 水 道 事 業 535,935 千円 

廿 日 市 市 水 道 事 業 252,232 千円 

安 芸 高 田 市 水 道 事 業 78,322 千円 

江 田 島 市 水 道 事 業 132,708 千円 

熊 野 町 水 道 事 業 63,922 千円 

北 広 島 町 水 道 事 業 47,028 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 36,988 千円 

世 羅 町 水 道 事 業 80,214 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 44,959 千円 

 

交 際 費  

市 町 水 道 事 業 計    210 千円 

竹 原 市 水 道 事 業    52 千円 

三 原 市 水 道 事 業 10 千円 

府 中 市 水 道 事 業 10 千円 

三 次 市 水 道 事 業 26 千円 

庄 原 市 水 道 事 業 16 千円 

東 広 島 市 水 道 事 業 20 千円 

廿 日 市 市 水 道 事 業 10 千円 

安 芸 高 田 市 水 道 事 業 14 千円 

江 田 島 市 水 道 事 業 11 千円 

熊 野 町 水 道 事 業 7 千円 

北 広 島 町 水 道 事 業 17 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 7 千円 

世 羅 町 水 道 事 業 6 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 4 千円 

 

（他会計からの負担金等）   

第 10 条 水道事業会計（市町水道事業）の運営のため、他会計からこの会計へ負担金又は補助金

を受ける金額は、次のとおりである。 

 

市 町 水 道 事 業 計    2,378,634 千円 

竹 原 市 水 道 事 業    27,117 千円 

三 原 市 水 道 事 業 335,815 千円 



府 中 市 水 道 事 業 8,024 千円 

三 次 市 水 道 事 業 321,768 千円 

庄 原 市 水 道 事 業 295,455 千円 

東 広 島 市 水 道 事 業 155,240 千円 

廿 日 市 市 水 道 事 業 197,928 千円 

安 芸 高 田 市 水 道 事 業 360,367 千円 

江 田 島 市 水 道 事 業 19,647 千円 

熊 野 町 水 道 事 業 1,660 千円 

北 広 島 町 水 道 事 業 159,600 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 128,871 千円 

世 羅 町 水 道 事 業 198,820 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 168,322 千円 

 

（利益剰余金の処分）   

第 11 条 繰越利益剰余金又は当年度利益剰余金のうち処分するものとする金額は、次のとおりと

定める。 

   

市 町 水 道 事 業 計    247,767 千円 

竹 原 市 水 道 事 業 69,171 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 2,876 千円 

世 羅 町 水 道 事 業 152,468 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 23,252 千円 

 

（たな卸資産の購入限度額） 

第 12条 たな卸資産の購入限度額は、次のとおりと定める。 

 

市 町 水 道 事 業 計    127,228 千円 

竹 原 市 水 道 事 業    8,000 千円 

三 原 市 水 道 事 業 20,713 千円 

府 中 市 水 道 事 業 13,025 千円 

三 次 市 水 道 事 業 7,654 千円 

庄 原 市 水 道 事 業 7,114 千円 

東 広 島 市 水 道 事 業 32,347 千円 

廿 日 市 市 水 道 事 業 14,286 千円 

安 芸 高 田 市 水 道 事 業 1,916 千円 

江 田 島 市 水 道 事 業 5,000 千円 

熊 野 町 水 道 事 業 3,279 千円 

北 広 島 町 水 道 事 業 3,933 千円 

大 崎 上 島 町 水 道 事 業 5,000 千円 



世 羅 町 水 道 事 業 3,661 千円 

神 石 高 原 町 簡 易 水 道 事 業 1,300 千円 

  



第２章 水道用水供給事業 

（総 則） 

第１条 令和５年度広島県水道広域連合企業団水道事業会計（水道用水供給事業）の予算は、次

に定めるところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 

⑴ 年 間 総 給 水 量  77,872,722 ㎥ 

⑵ 一 日 平 均 給 水 量    212,767 ㎥ 

⑶ 給 水 対 象 市 町 数     15 市町 

⑷ 主要な建設改良事業 

広 島 水 道 用 水 供 給 施 設 建 設 事 業   4,926,681 千円 

広島西部地域水道用水供給施設建設事業   1,110,694 千円 

沼田川水道用水供給施設建設事業   987,254 千円 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 

収     入 

第 １ 款  水道用水供給事業収益       10,995,600 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  9,827,787 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  1,107,190 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  60,623 千円 

支     出 

第 １ 款  水道用水供給事業費用  9,989,915 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  9,697,841 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  289,074 千円 

第 ３ 項  予 備 費  3,000 千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額 6,532,663 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 471,920

千円、建設改良積立金 4,033,376 千円、過年度分損益勘定留保資金 572,993 千円及び当年度分

損益勘定留保資金 1,454,374 千円で補てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       2,519,333 千円 

 第 １ 項  企 業 債  82,300 千円 



 第 ２ 項  出 資 金  770,600 千円 

 第 ３ 項  固 定 資 産 売 却 代 金  10,924 千円 

 第 ４ 項  補 助 金 1,133,954 千円 

 第 ５ 項  受 託 金  521,554 千円 

 第 ６ 項  関 連 収 入  1 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       9,051,996 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   7,073,727 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   1,975,485 千円 

 第 ３ 項  補 助 金 返 還 金 2,784 千円 

 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

 

事   項 期   間 限 度 額 

広島水道用水供給施設修繕工事 令和６年度 68,143 千円 

広島西部地域水道用水供給水道維持

管理委託事業 

令和６年度から令和９年度まで 2,747,908 千円 

沼田川水道用水供給水道維持管理委

託事業 

令和６年度から令和９年度まで 2,676,615 千円 

広島水道用水供給施設建設工事 令和６年度から令和８年度まで 9,474,098 千円 

広島西部地域水道用水供給施設建設

工事 

令和６年度から令和９年度まで 5,654,550 千円 

沼田川水道用水供給施設建設工事 令和６年度から令和８年度まで 1,392,136 千円 

 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

建設改良等

資金に充て

るため 

82,300 千円 証書借入又は証

券発行 

年 5.0％以内 

（ただし、利率見

直し方式で借り入

れる資金につい

て、利率の見直し

を行った後におい

ては、当該見直し

後の利率） 

借入先の融資条件

の定めるところに

よる。ただし、財政

上の都合により、

据置期間及び償還

期限を短縮し、繰

上償還し、又は低

利に借換えするこ

とができる。 



 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、1,150,000 千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、水道用水供給事業費用の

うち営業費用及び営業外費用と定める。 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 

職 員 給 与 費   754,934 千円 

交 際 費   291 千円 

 

（他会計からの負担金等）   

第 10 条 水道事業会計（水道用水供給事業）の運営のため、他会計からこの会計へ負担金又は補

助金を受ける金額は、3,020 千円である。 

 

（たな卸資産の購入限度額） 

第 11条 たな卸資産の購入限度額は、3,000 千円と定める。 

 



 

令和５年度広島県水道広域連合企業団工業用水道事業会計予算 

 

（総 則） 

第１条 令和５年度広島県水道広域連合企業団工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 

⑴ 年 間 総 給 水 量  96,014,712 ㎥ 

⑵ 一 日 平 均 給 水 量    262,335 ㎥ 

工 業 用 水 道 190,335 ㎥ 

上 水 道 72,000 ㎥ 

⑶ 給 水 対 象 事 業 所 数     38 件 

工 業 用 水 道 35 件 

上 水 道 3 件 

⑷ 主要な建設改良事業 

太 田 川 東 部 工 業 用 水 道 施 設 建 設 事 業  835,014 千円 

沼 田 川 工 業 用 水 道 施 設 建 設 事 業  287,158 千円 

太田川東部工業用水道第２期水道施設建設事業 159,831 千円 

太田川東部工業用水道第２期拡張水道施設建設事業 61,974 千円 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 

収     入 

第 １ 款  工業用水道事業収益       3,194,441 千円 

 第 １ 項  営 業 収 益  2,795,376 千円 

 第 ２ 項  営 業 外 収 益  361,765 千円 

 第 ３ 項  特 別 利 益  37,300 千円 

支     出 

第 １ 款  工業用水道事業費用  3,268,573 千円 

第 １ 項  営 業 費 用  3,164,360 千円 

第 ２ 項  営 業 外 費 用  100,213 千円 

第 ３ 項  予 備 費  4,000 千円 

 

（資本的収入及び支出） 



第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額 734,491 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 90,568 千

円、過年度分損益勘定留保資金 246,672 千円及び当年度分損益勘定留保資金 397，251 千円で補

てんするものとする。）。 

 

収     入 

第 １ 款  資 本 的 収 入       1,332,761 千円 

 第 １ 項  企 業 債  959,600 千円 

 第 ２ 項  固 定 資 産 売 却 代 金  15,000 千円 

 第 ３ 項  負 担 金  187,014 千円 

 第 ４ 項  受 託 金  171,146 千円 

 第 ５ 項  関 連 収 入  1 千円 

支     出 

第 １ 款  資 本 的 支 出       2,067,252 千円 

 第 １ 項  建 設 改 良 費   1,378,490 千円 

 第 ２ 項  企 業 債 償 還 金   652,161 千円 

 第 ３ 項  他会計長期借入金償還金  33,800 千円 

 第 ４ 項  補 助 金 返 還 金 2,801 千円 

 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

 

事   項 期   間 限 度 額 

太田川東部工業用水道施設修繕工事 令和６年度 10,779 千円 

沼田川工業用水道維持管理委託事業 令和６年度から令和９年度まで 2,644,277 千円 

太田川東部工業用水道施設建設工事 令和６年度から令和７年度まで 2,262,306 千円 

沼田川工業用水道施設建設工事 令和６年度から令和７年度まで 576,509 千円 

太田川東部工業用水道第２期水道施

設建設工事 

令和６年度から令和７年度まで 27,384 千円 

太田川東部工業用水道第２期拡張水

道施設建設工事 

令和６年度から令和７年度まで 350,984 千円 

 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 

 

 

 



 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

建設改良等

資金に充て

るため 

959,600 千円 証書借入又は証券

発行 

年 5.0％以内 

（ただし、利率見

直し方式で借り入

れる資金につい

て、利率の見直し

を行った後におい

ては、当該見直し

後の利率） 

借入先の融資条件

の定めるところに

よる。ただし、財政

上の都合により、

据置期間及び償還

期限を短縮し、繰

上償還し、又は低

利に借換えするこ

とができる。 

 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、400,000 千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、工業用水道事業費用のう

ち営業費用及び営業外費用と定める。 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 

職 員 給 与 費   188,277 千円 

交 際 費   48 千円 

 

（他会計からの負担金等）   

第 10 条 工業用水道事業会計の運営のため、他会計からこの会計へ負担金又は補助金を受ける金

額は、900 千円である。 

 

（たな卸資産の購入限度額） 

第 11条 たな卸資産の購入限度額は、3,000 千円と定める。 

 

 
































































































































































































































































































































































































































































